
江戸時代の文芸のなかでは、藪医者を笑う読み物がさかんに人々に楽しまれたのをはじめとして、医者や医学

書を素材とした文学が生まれました。それに対して、ほぼ同じ時代にあって、『東医宝鑑』など日本にも大きな影

響を与えた医学書を生みだした朝鮮王朝の文学では、医者や医学の扱いに大きくことなる状況があるようです。

この興味深い両国の文芸の相違、それぞれの特徴はどこから来たのか。日本近世文学を研究し、現在は韓

国・朝鮮の文芸との比較も視野に入れて研究を進められている高永爛氏をスピーカーに迎え、また江戸時代に

おける医学書と文芸のかかわりや、文芸における医者像を論じてこられた代表的な研究者両氏にコメントをいただ

き、この面から17～19世紀の日朝の文芸をめぐる文化比較をこころみます。
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